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2 本群杭で支持されたパイルキャップの鉛直載荷実験 
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1. はじめに 
最近の既製杭を用いた埋込み工法は、杭先端地盤の拡

大掘削に伴う先端支持力の増大、節杭を用いた杭周面抵

抗力の増大、杭材の高強度化などにより、高支持力化が

進んでいる。 
このような杭の高支持力化に伴い、柱から杭に伝達さ

れる荷重も増大する傾向にあり、杭頭接合部から杭への

応力伝達機構(軸力、せん断力、曲げモーメント)を明らか
にする必要がある。今回、2 本群杭で支持されたパイルキ
ャップの鉛直載荷実験を行ったので、その実験結果につ

いて報告する。 
 

2. 実験概要 
図-1 に試験体 No.1 と No.4 の概要を示す。杭径 D＝

1000mmを 2 本群杭の場合に想定されるパイルキャップを
モデルとし、約 1/6 スケール模型の試験体を作成した 1)2)。

試験体は、杭のへりあき 0.5D、杭芯間隔 2.0D とし、幅
312mm・奥行 624ｍｍの梁とした。また、試験体のパラメ
ータを柱筋およびアンカー筋の有無、梁せいとした。 
表-1 に各試験体の仕様を示す。試験体 No.1 には、はか

ま筋(D10@100)およびベース筋(D13@60)、3 段のおび筋
(D10@197)を配筋している。試験体 No.1 の仕様を基本形
とし、これに柱筋(8-D10)を加えたものが試験体 No.2、ア
ンカー筋(6-D10)を加えたものが試験体 No.3 である。また、
試験体 No.1 の梁せいを 560mm から 360mm に下げたもの
が試験体 No.4である。なお、試験体 No.4は、試験体の大
きさの都合上、おび筋を 2 段(D10@194)としている。また、
表-2 に本実験に使用したコンクリート(材齢 80～92 日)お
よび鉄筋(D10,D13)の材料特性値を示す。 
図-2 に計測器の位置および計測点を示す。今回の実験

では、せん断変位を計測するために、πゲージ(D1～6：
計 6個)を使用した。 
図-3 に示す載荷装置を用いて、試験体が破壊するまで

載荷を行った。載荷方法は、パイルキャップ上面のジャ

ッキから球座および載荷板(150mm×150mm、t=25mm)を
介しての鉛直方向の単調載荷とした。なお、試験体 No.2
は載荷板と柱筋を一体化した仕様であるため、球座のみ

を介することとした。杭の支承部分については、パイル

キャップ中に中詰めコンクリート鋼管を埋込み(L=40mm)、
2本群杭のローラー・ピン支持とした。 
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D10 363 488 17.3 174

D13 363 536 17.8 191

※引張り試験による見かけの値

表-2 材料特性値 

ベース筋 はかま筋 おび筋 柱筋 アンカー筋

No.1 無 無

No.2 有（8-D10） 無

No.3 無 有（6-D10）

No.4 2段(D10＠194) 無 無 360

試験体
配筋仕様 パイルキャップ

梁せい

D13@60 D10@100
3段(D10＠197) 560

表-1 試験体の仕様 
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おび筋：D10@197

4
0
7
6

5
0

1
9
7

1
9
7

5
6
0

鋼管：中詰コンクリート
(φ156,t=9㎜,埋込み40㎜)

3
6
0

4
0
7
6

1
9
4

5
0

おび筋：D10@194

鋼管：中詰コンクリート
(φ156,t=9㎜,埋込み40㎜)

(b)試験体 No.4 

はかま筋：D10@100ベース筋：D13@60
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(c)ベース筋およびはかま筋の配筋仕様 

図-1 試験体の概要 
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図-2 計測位置および計測点 

(a)試験体 No.1～3 (b)試験体 No.4 
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3. 実験結果 
表-3 に実験から得られたひび割れ荷重と最大荷重、お

よび設計耐力値との比較を示す。実測値は、既往の設計

式 3)を用いて算出した耐力計算値を上回る結果となった。 
図-4 に荷重-最大せん断変形角の関係を示す。載荷荷

重がひび割れ発生荷重を超える前においては、最大せん

断変形角の変化量が極めて微小である。また、載荷荷重

がひび割れ発生荷重を超えたあたりから、その変化量が

急激に大きくなることがわかる。 

図-5 に最終ひび割れ状況を示す。初期ひび割れの発生
が、載荷位置と杭とを結ぶ直線上の中央付近で確認され

た。荷重の増加に伴って、初期ひび割れ以外にも斜めひ

び割れが発生し、伸展および拡幅した後に破壊へ至った。 
以上に述べた傾向が、いずれの試験体においても認め

られた。 
 

4. まとめ 
今回の実験結果からは、柱筋およびアンカー筋の有無

による耐力の増減が認められなかった。今後、今回の実

験結果について、更なる分析が必要と思われる。 
 

5. 謝辞 
 本実験に御協力を頂いました香取慶一先生(東洋大学)、
酒井慎二氏(芝浦工業大学)、また関係者各位に謝意を表
します。 

＜参考文献＞ 
1)日本建築学会：鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説,2003 

2)日本建築学会：建築基礎構造設計指針,2002 

3)日本建築学会：鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説-許容応力

度設計法-,2000 

ローラー・ピン

球座

試験体

100tfジャッキ

36
00

900

図-3 載荷装置 

表-3 最大荷重と設計耐力値の比較 

耐力計算値

短期せん断耐力×2
(kN)

No.1 700 　（1.3) 1251 　（2.4)
No.2 800 　（1.5) 1286 　（2.4)
No.3 600 　（1.1) 1237 　（2.3)
No.4 375 　（1.2) 1080 　（3.4) 316.7

※（）内の数値は、実測値/耐力計算値の比

試験体

527.8

ひび割れ発生荷重
(kN)

最大荷重
(kN)

実測値

図-5 最終ひび割れ状況 
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図-4 荷重-最大せん断変形角の関係 

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

0 0.005 0.01 0.015 0.02

最大せん断変形角（rad）

荷
重
P
（
ｋ
N
)

D1,D3,D5

D2,D4,D6

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

0 0.005 0.01 0.015 0.02

最大せん断変形角（rad）

荷
重
P
（
ｋ
N
)

D1,D3,D5

D2,D4,D6

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

0 0.005 0.01 0.015 0.02

最大せん断変形角（rad）

荷
重
P
（
ｋ
N
)

D1,D3,D5

D2,D4,D6

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

0 0.005 0.01 0.015 0.02

最大せん断変形角（rad）

荷
重
P
（
ｋ
N
)

D1,D3,D5

D2,D4,D6

(a)試験体 No.1 (b)試験体 No.2 

(c)試験体 No.3 (d)試験体 No.4 

―428―




